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投稿要領
　『マレーシア研究』は日本マレーシア学会の会誌で
あり、広い意味での「マレーシア研究」に関する論説、
研究ノート、書評論文、および書評を掲載する。刊行
は 1年に 1回とし、投稿は随時受け付ける。

  1  ． 投稿資格：会費を納めた会員および編集委員会が
依頼した執筆者とする。

  2  ． 投稿内容：未発表のものに限る。ただし、学会、
研究会での口頭発表はこの限りではない。また、
同一の原稿を本誌以外に同時に投稿することはで
きない。

  3  ． 使用言語：投稿原稿で使用できる言語は日本語と
する。ただし、注記などにおいてはその他の言語を
使用できる（日本語・アルファベット以外の文字を
使う場合は編集部に相談すること）。また、採用
された原稿については英文要旨を併せて掲載する。

  4  ． 原稿の種別：論説、研究ノート、書評論文、書評、
フォーラムの 5種類とする。投稿原稿の枚数は
40 字×30 行を 1枚と換算して、論説が 15～20
枚、研究ノートが 10～20 枚、書評論文が 5～10
枚、書評が 2～5枚、フォーラムが 1～3枚とする
（いずれも注・図表・参考文献を含む）。原稿に挿
入される図表については、大小にかかわりなく 
3 点を 1枚と換算する。

  5  ． 執筆要領：投稿に際しては、本学会のホームペー
ジに掲載された「執筆要領」に準拠した完成原稿
を提出する。また、論説、研究ノートについては、
論文要旨（1200 字程度）を提出する。

  6  ． 査読制度：論説、研究ノート、書評論文として投
稿された原稿は、レフェリーによる審査結果を考
慮の上、編集委員会が採否を決定する。

  7  ． 査読のない原稿：上記 6に該当するもの以外の原
稿については、編集委員会が内容の適切さや学会
の目的に照らした妥当性にもとづき掲載の可否を
判断する。

  8  ． 英文要旨：採用された場合には約 400 語の英文要
旨を提出する。英文要旨は提出前にネイティブ・
チェックを受ける。ネイティブ・チェックにかか
る経費は投稿者が負担するものとする。また、編
集委員会が必要と考えた場合、同委員会は投稿者
の経費負担によりネイティブ・チェックをかける
ことがある。

  9  ． 著作権：本誌に掲載されたすべての原稿の著作権
は日本マレーシア学会に帰属する。なお、原著者
が本誌に掲載された文章を他の出版物に再録しよ
うとする場合には、編集委員長に申請し許可を得る。

10． ホームページ上での公開：『マレーシア研究』に
掲載されたすべての原稿は、日本マレーシア学会
のホームページにて公開する。

11． 投稿先：投稿先および問い合わせ先は下記のとお
りとする。なお、投稿に際して、投稿者は、氏名
（ふりがな）、所属、連絡先の住所・電話番号・
E-mailアドレス、投稿題目、原稿の種別を明記する。

12． 本要領の改正：本要領を改正する場合は、理事会
による承認を得なければならない。

 2020 年 12 月 5 日改正

編集後記
　2020 年、マレーシアでは、新型コロナウィルスの
感染拡大と同時に、大規模な政変・政権交代が起きま
した。国内では総選挙をにらんだ駆け引きが続く一方
で、政府の感染症対策に対する国民の不満が高まりま
した。また、外国人労働者や難民、女性などの脆弱さ
も、改めて浮き彫りになりました。
　第 10 号では、論説、書評論文、「知識探訪」に加え
て、前編集委員会によって設置された「フォーラム」
のカテゴリのもと、急速に変化するマレーシア政治、

外交、社会に関するエッセイを収録しました。現地調
査ができないもどかしさを抱えながらも、分析方法や
対象の刷新を試みる会員の方々も少なくないのではな
いかと思います。『マレーシア研究』が、マレーシアや
マレーシア研究の変化を会員のみなさまと共有しなが
ら、ますます発展していくことを願っています（鈴木）。
〔第 10 号編集担当・五十音順〕
市川卓、金子奈央、塩崎悠輝、鈴木絢女（委員長）、
富川英生、村井寛志

投稿募集
　『マレーシア研究』への投稿を募集しています。下
記の投稿要領および JAMSウェブサイトに掲載されて

いる募集要領に従って原稿をお送りください。投稿は
随時受け付けております。
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